
 当院は、患者さんの尊厳を守り、より良い入院

生活を送っていただくために、緊急やむを得ない

場合を除き、身体的拘束を行わない方針としてい

ます。

 身体的拘束最小化の取り組みについてご理解頂

き、患者さんにとって最適な入院環境となるよう、

ご家族と一緒に考えていきたいと思います。
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クリップ式
センサー

 「身体的拘束」とは、治療上必要な安全を保てないと、複
数の医療者が判断した場合、そのリスクを低減するために、
何らかの用具を使用し、患者さんの行動を制限する行為です。
 身体的拘束による行動制限は、病気とは別の様々な弊害を
及ぼす可能性があり、何よりも患者さんの人間としての尊厳
を侵害することになります。

身体的拘束の方法

車椅子
安全ベルト

ミトン

抑制帯

体幹
ベルト

ベッド周囲を
ベッド柵で囲む

つなぎ服

認知症の進行 皮膚の損傷転倒・転落

身体的拘束による弊害

せん妄の出現意欲の低下

◉身体的拘束による意欲の低下は、食欲の低下やリハビリなどの 
 運動が進まないことから、免疫力の低下や日常生活動作の低下 
 につながります。
◉せん妄とは、病気や薬の影響など、何らかの理由で一時的に意
 識障害や認知機能の低下がおこる状態です。認知症と誤解され
 やすい症状が現れますが、まったく別もので、原因が良くなれ
 ば元に戻ります。

身体的拘束により、以下のような弊害が生じることがあります。



入院環境により起こる予期しない行動

治療上必要な
チューブの自己抜去

せん妄症状の出現 必要な安静が守れない

自傷行為や他の患者さん
に悪影響を及ぼす恐れ

離棟や離院の可能性転倒や転落の危険性

認知症により治療・
入院生活に支障がある

 当院は、緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束を実施
しない方針としています。
 入院環境により、予期しない行動が起こることがあり、
これは、すべての入院患者さんに起こる可能性があります。
 予期しない行動がおきた場合には、対応についてご相談さ
せていただきますので、ご理解とご協力をお願いします。

◉患者さんに上記のような状況がみられた場合には、状況に応じて 
 ご家族に連絡し、対応についてご相談させて頂きます。
 
◉予期しない行動により有害事象が発生した場合には、ご家族に
 報告・相談し、適切な対処を行います。
 ＊例えば、転倒・転落による骨折や脳出血 など

予期しない行動への対応



◉注意！
ハサミなどの危険物は
置かないでください

見やすいカレンダーや時計
家族やペット、趣味の写真
趣味のもの      など

◉準備してほしいもの

高齢の方
脳梗塞や脳出血になったことがある方
物忘れが目立ってきた方 
認知症の方
普段からお酒を飲む量が多い方

以前、せん妄になったことがある方
せん妄のリスクとなる薬剤を飲んでいる方

 （特に睡眠薬（ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｱｾﾞﾋﾟﾝ系）を飲んでいる）
全身麻酔での手術または予定のある方

 病気や薬の影響など、何らかの理由で一時的に意識障害や
認知機能の低下がおこる状態です。
 認知症と誤解されやすい症状が現れますが、まったく別も
ので、原因が良くなれば元に戻ります。

せん妄になりやすい人

せん妄の症状 

＊すべての症状がみられる
 わけではありません

お願い 



 身体的拘束最小化の取り組みについて、
ご相談があれば、いつでもお伺いしますので、
医師・看護師などにお声かけください。

 

 


